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この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

ARIDA　2020. ２ ⑫

　「365.242189」は、地球が太陽
の周りを一周するのに要する日数で
す。つまり１年は365日とすると、
小数点以下の約６時間分を４年ごと
の閏年に１日増やすことで調整して
います。広大な宇宙空間からの小さ

な贈り物として、今月はその１日分の時間を有意義に使
いたいと思います。
　年月にちなんだ話をもう一つ、矢櫃地区に江戸時代か
ら続く「お日待ち」という伝統行事があります。その地
を開拓した初代紀州藩主徳川頼宣が死去した翌年1672
年に南龍神社を建造し、ご遺徳を偲ぶため毎年１月に
執り行われてきました。そのなかで若者が中心となり、
鉢巻にふんどし姿で海へ入り身を清めた後、神社まで高
台を駆け上がり参拝をする裸参りは、参加者の減少によ
り約三十年休止されていましたが、平成29年に復活し

ました。この行事が江戸時代に始まった年も閏年であっ
たことにご縁を感じつつ、今回私も当地区の活性化に少
しでも繋がればと、裸参りに参加させていただきまし
た。総勢18人のなかには、当地区に移住してきた意欲
ある若い方もおられ、平成に復活した裸参りが令和の
時代にも引き継げたことを大変うれしく思うとともに、
その時代に沿った形に変化しながらも、彼らによって繋
ぐべき伝統としてこれからも時が重ねられていくこと
を期待しています。
　今後も矢櫃地区がさらに活性化するように、そして、
矢櫃地区の良さを広く知っていただくよう、地域の皆さ
んにご協力をいただきながら、市の取り組みを進めてま
いります。今回私も伝統を肌で感じ、これまで以上に身
と心を引き締め、今年１年は気合で風邪をひかないと
思っています。

　有田市長　望月 良男

■日時　３月 7日（土）　１０時～１１時３０分

■場所　市民会館　紀文ホール

■入場無料・全席自由・１人４枚まで

２月３日（月）から入場整理券を次の場所で配布します。

　・生涯学習課（土曜・日曜・祝日は除く）

　・市内各公民館（休館日：木曜　初島公民館は日曜）

　・市民会館（休館日：火曜）

　主に市内の公民館で活動している自主活動サークルを
中心に作品展示・芸能発表などを実施します。
　子どもを対象に段ボールアートや読み聞かせなど、ま
た、ミニ健康チェックコーナーや非常食試食、模擬店も
予定しています。さらにハーバリウムやチョークアート、
多肉植物寄せ植えなど体験コーナーも設けています。
　他にもいろいろな催し物が盛りだくさんです。多くの
方のご来場をお待ちしています。


